
①学校名 京都府立鴨沂高等学校 

②教科・領域 

 科目等 

家庭科 

 

③単元名 赤ちゃんとのふれあい体験実習 

④目標 遊びの世話をすることで赤ちゃんについての理解を深めると共にその

親の話を聞き子育てについての理解も深める。 

⑤受講者 ３年生   

⑥内容 

 

・取組の特徴

や工夫 

・連携先 等 

◇ 上京児童館と連携し、赤ちゃんとその保護者と交流 

① アイスブレイク（手遊び・自己紹介等） 

② 交流（遊び、質問等） 

  ・ 上京児童館が用意されたおもちゃを使う等して乳幼児と遊ぶ。 

  ・ 事前に考えた保護者への質問をする。 

 

 

 

 

 

 

◇ 子育て支援について（上京児童館の取組を児童館職員から説明） 

  ・ 乳幼児から高齢者まで切れ目のない支援を行っている。 

  ・ 地域住民をつなぐ役割がある。 

  ・ 高校生も利用することができるので、立ち寄ってほしい。 

◇ 赤ちゃん人形を使った実習 

  ・ 赤ちゃんの身体の発達について知る。 

・ 抱っこ、おむつ交換の実習を行う。 

 

 

 

 

 

 

⑦成果・生徒

の感想等 

・赤ちゃんが笑ってくれたときはとてもかわいくて癒やされた。 

・１歳の子ってもっと赤ちゃんかと思っていたけれど、普通に歩いたり

物を持ったりしていて、案外筋力があることを知った。 

・教科書だけではわからない、お母さんたちの生の声が聴けて、本当に

勉強になった。 

・児童館は小学生が行くところとしか思っていなかったが、地域をつな

ぐ重要な役割をしていると知り、自分も昔お世話になった児童館に顔を

出しに行きたいと思った。 

・児童館の方のお話は、悩みがあった自分にとって、心が軽くなるよう

なお話だった。 



 


